
令和５年度全国高等学校総合体育大会 

江別市実行委員会設立総会 

 

                           日時：令和 4年 5月 18 日（水）15 時 

                           場所：江別市民会館 37 号 

 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

 

２ 主催者挨拶 

 

 

３ 報告事項 

（１）令和５年度全国高等学校総合体育大会概要               P 1 

（２）令和５年度全国高等学校総合体育大会開催基本方針     ※道資料  P 4 

（３）令和５年度全国高等学校総合体育大会北海道開催基本構想  ※道資料  P 5 

（４）令和５年度全国高等学校総合体育大会開催準備経過           P14 

 

 

４ 審議事項 

  議案第１号 令和５年度全国高等学校総合体育大会江別市実行委員会の設立について（案）P15 

  議案第２号 令和５年度全国高等学校総合体育大会江別市実行委員会会則（案） P16 

  議案第３号 令和５年度全国高等学校総合体育大会江別市実行委員会委員（案） P20 

 

 

５ 閉  会 
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令和５年度全国高等学校総合体育大会概要 

 

 

１ 全国高等学校総合体育大会とは 

  全国高等学校総合体育大会は、通称「インターハイ」とも呼ばれ、学校対抗で行われる

高校生スポーツの総合体育大会であり、夏季大会と冬季大会が開催されています。 

  昭和 38 年度に第１回大会が新潟県で開催され、その後全国各都道府県で開催されてき

ましたが、平成 23 年度からは、全国を９ブロックに分け、これまでの各都道府県の単独

開催からブロックごとの輪番による広域開催となり、令和５年度は、北海道ブロック（単

独）での開催が決定しました。 

開催年度 27 年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

開催地域 中 西 東 中 西 東 中 西 東 

ブロック 近畿 中国 東北（南） 東海 九州（南） 関東（北） 北信越 四国 北海道 

幹 事 県 和歌山県 岡山県 山形県 三重県 鹿児島県 群馬県 福井県 徳島県 北海道 

※幹事県・・・総合開会式開催県                                           

 

２ 目的 

  全国高等学校総合体育大会は、教育活動の一環として高等学校(中等教育諸学校後期課

程を含む)生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技能の向上とスポーツ精神の高揚を図

るとともに、高校生活動も含め生徒相互の親睦を深め、心身ともに健全な青少年を育成す

ることを目的とする。 

       

３ 実施主体 

 （１）主催 

   (公財)全国高等学校体育連盟、北海道、北海道教育委員会及び関係中央競技団体 

(※競技種目別大会は会場地市町及び同教育委員会を含む) 

 （２）後援 

   スポーツ庁、(公財)日本スポーツ協会及び日本放送協会 

   (※競技種目別大会は道スポーツ協会及び会場地市町スポーツ協会を含む) 

 （３）主管 

   (公財)全国高等学校体育連盟競技専門部、北海道高等学校体育連盟及び北海道関係競

技団体 

 

４ 開催時期及び期間 

  総合開会式及び本道実施の競技種目別大会の開催期間及び日程については現在調整中

ですが、令和５年７月 22 日（土）から８月 21 日（月）までを予定しています。 

 

 

 報告事項（１） 
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５ 本道における開催競技及び開催地 
【総合開会式＋29 競技 33 種目】 

会場地市町 競技種目等 

札幌市 

総合開会式 

陸上競技 

体操（体操競技・新体操） 

水泳（水球） 

バスケットボール 

卓球 

バドミントン 

柔道 

レスリング 

弓道 

ボクシング 

江別市
 水泳（競泳・飛込） 

ホッケー 

千歳市 なぎなた 

恵庭市 空手道 

石狩市 ソフトボール 

室蘭市 フェンシング 

苫小牧市
 ソフトテニス 

テニス 

函館市
 ハンドボール 

自転車競技（トラック・ロード） 

北斗市
 

相撲 

旭川市 

バレーボール（男子） 

サッカー（男子） 

少林寺拳法 

東川町 

登山
 上川町 

美瑛町 

上富良野町 

網走市 ボート 

帯広市 

サッカー（女子） 

剣道 

アーチェリー 

釧路市 
バレーボール（女子）

 

釧路町 

士別市 ウエイトリフティング
 

山形県西川町 カヌー 

※ヨット：令和６年度まで和歌山県で固定開催 

  ※会場地市町とは、会場地実行委員会（合同を含む。）を設置する予定の市町をいう。 
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６ 参加想定人数（過去５回の実績を参考に推計） 

選手・監督等  36,800 人 

観客数(延べ数) 568,200 人 

計 605,000 人 

 

７ 江別市開催競技の概要 

 （１）ホッケー 

区分 日   程 会   場 

開 会 式 ７月 28 日（金） 江別市民会館大ホール 

競   技 
７月 29 日（土）～ 

８月２日（水） 

北海道立野幌総合運動公園人工芝ホッケー場 

北海学園札幌高等学校人工芝グラウンド 

札幌ドーム屋外天然芝サッカー練習場 

閉 会 式 ８月２日（水） 北海道立野幌総合運動公園人工芝ホッケー場 

 

 （２）水泳（飛込） 

区分 日   程 会   場 

開 会 式 ８月 11 日（金） 

北海道立野幌総合運動公園体育館プール 競   技 
８月 11 日（金）～ 

８月 14 日（月） 

閉 会 式 ８月 14 日（月） 

 

 （３）水泳（競泳） 

区分 日   程 会   場 

開 会 式 ８月 17 日（木） 

北海道立野幌総合運動公園体育館プール 競   技 
８月 17 日（木）～ 

８月 20 日（日） 

閉 会 式 ８月 20 日（日） 

 

 （４）参加想定人数（H29 から３か年の平均）※R２中止、R３無観客開催 （単位：人） 

競  技 選  手 監督・コーチ 観客（延べ数） 計 

ホッケー 707 84 8,274 9,065 

水泳（飛込） 63 92 6,075 6,230 

水泳（競泳） 1,757 913 6,105 8,775 

計 2,527 1,089 20,454 24,070 

※ 飛込・競泳の観客数については重複する部分あり 
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令和５年度全国高等学校総合体育大会開催基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国高等学校総合体育大会は、教育活動の一環として高等学校（中等教育学校

後期課程を含む）生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技能の向上とスポーツ

精神の高揚を図るとともに、高校生活動も含め生徒相互の親睦を深め、心身とも

に健全な青少年を育成することを目的とする。 

北海道ブロック開催に当たっては、道民の理解と協力のもと、高校生の主体的

な活動を通して「高校生が輝く」大会を目指すとともに、未来へ飛躍する青少年

の育成の機会とする。 

１ 開催のねらい 

２ 基本方針 

（１）スポーツの推進 

   国内最大規模の高校生スポーツの祭典を契機に、出場する選手だけでなく、

道民に夢と希望を与えることにより、スポーツへの機運を高め、生涯を通じ

たスポーツの推進を図る。 

（２）連携・協働の強化 

   道内の関係機関・団体等が緊密に連携・協働することを通して、それぞれ

の有する機能・特色を最大限に発揮し、「オール北海道」で大会の開催準備・

運営に万全を期す。 

（３）高校生活動の展開 

   高校生活動を教育活動の一環として積極的に捉え、道内の高校生が運動や

スポーツとの多様な関わり方による主体的な活動を通して豊かな人間関係を

築くとともに、多くの感動や達成感を味わうことができる大会を目指す。 

（４）おもてなしと地域の魅力発信 

   全国から訪れる多くの人々をまごころのこもった温かい「おもてなしの心」

で迎えるとともに、豊かな自然や文化・歴史的景観などの多様な魅力を積極

的に発信し、本道を訪れた人々の心に残る大会を目指す。 

（５）効率的・効果的な大会運営 

   関係機関・団体等の相互協力のもと、大会を支える組織や設備等、人的・

物的資源を最大限に有効活用し、簡素で効率的・効果的な大会運営に努める。 

 報告事項（２） 
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令和５年度全国高等学校総合体育大会開催基本構想 

 

１ 基本的事項 

 （１）目的  

令和５年度全国高等学校総合体育大会（以下「大会」という。）は、令和５年度全国高等学

校総合体育大会開催基本方針（以下「開催基本方針」という。）に則り、教育活動の一環とし

て高等学校（中等教育学校後期課程を含む。）生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技能の

向上とスポーツ精神の高揚を図るとともに、高校生活動も含め生徒相互の親睦を深め、心身と

もに健全な青少年を育成することを目的とする。 

 （２）大会期間 

令和５年７月 22 日（土）～８月 21日（月） 

 （３）会場地市町及び競技種目 

会場地市町 競技種目 

札幌市 

陸上競技 

体操（体操競技・新体操） 

水泳（水球） 

バスケットボール 

卓球 

バドミントン 

柔道 

レスリング 

弓道 

ボクシング 

江別市 
水泳（競泳・飛込） 

ホッケー 

千歳市 なぎなた 

恵庭市 空手道 

石狩市 ソフトボール 

室蘭市 フェンシング 

苫小牧市 
ソフトテニス 

テニス 

函館市 
ハンドボール 

自転車競技（トラック・ロード） 

北斗市 相撲 

旭川市 

バレーボール（男子） 

サッカー（男子） 

少林寺拳法 

東川町 登山 

 報告事項（３） 
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上川町 

登山 美瑛町 

上富良野町 

網走市 ボート 

帯広市 

サッカー（女子） 

剣道 

アーチェリー 

釧路市 
バレーボール（女子） 

釧路町 

士別市 ウエイトリフティング 

山形県西川町 カヌー 

※会場地市町とは、会場地実行委員会（合同を含む。）を設置する予定の市町をいう。 

 （４）準備・運営体制 

ア  北海道実行委員会 

    大会の総括的な準備及び運営に当たるため、北海道実行委員会（以下「道実行委員会」と

いう。）を設立し、開催基本方針に基づき、その推進に努める。 

イ 会場地市町実行委員会 

    競技種目別大会の準備及び運営に当たるため、会場地市町実行委員会（以下「市町実行委

員会」という。）を設置し、開催基本方針に基づき、その推進に努める。 

ウ 北海道高等学校体育連盟 

    北海道高等学校体育連盟（以下「道高体連」という。）は、関係機関・団体等との密接な連

携・協力のもと、円滑な競技運営に努める。 

 （５）経費 

    大会の準備及び運営に必要な経費は、国庫補助金、北海道負担金、会場地市町負担金、全

国高体連負担金、都道府県高体連助成金、競技団体助成金、参加料、協賛金、プログラム販

売、広告料等を充てる。 

 

２ 総合開会式 

 （１）趣旨 

    総合開会式は、開催基本方針に基づき、簡素化・効率化に努めるとともに、高校生が企画・

運営に携わることにより、高校生の心に残る開会式を目指す。 

 （２）開催期日 

    令和５年７月 22 日（土） 

 （３）会場 

    北海道立総合体育センター（北海きたえーる） 

 （４）入場行進する都道府県選手団 

    競技日程、総合開会式場までの距離及び交通事情等を勘案し、原則として、総合開会式会

場及びその近隣で開催する競技種目の選手、監督及び都道府県の本部役員とする。 
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 （５）総合開会式次第 

    公益財団法人全国高等学校体育連盟（以下「全国高体連」という。）が定める「全国高等学

校総合体育大会開催基準要項（以下「開催基準要項」という。）」及び全国高等学校総合体育

大会総合開会式式典基準に基づき作成する。 

 （６）式典の企画 

ア 式典の企画については、開催基本方針等を踏まえ、高校生の発想を十分に取り入れ、北海

道の歴史と文化にも配慮しながら、北海道の素晴らしさを感じることのできる内容とする。 

イ 演技・演奏については、高校生の豊かな感性や創造性を最大限に発揮できるよう配慮する。 

ウ 式典放送については、高校生の明るくはつらつとしたアナウンスにより、式を円滑に進行

することができるよう配慮する。 

エ 草花装飾については、各装飾場所の条件や機能を十分に考慮し、全国から訪れる方々を温

かくもてなす心を表現するよう工夫する。また、農業科等を有する高等学校が、日頃の学習

成果を発表する機会となるよう配慮する。 

 

３ 競技種目別大会 

 （１）趣旨 

    競技種目別大会は、開催基準要項に依拠するとともに、開催基本方針に基づき、選手があ

こがれの舞台で最高のパフォーマンスを発揮できるよう環境整備や体制づくりに努める。ま

た、効率的・効果的な大会運営を目指す。 

 （２）運営組織 

    道実行委員会は、道高体連、北海道関係競技団体（以下「道競技団体」という。）及び市町

実行委員会と連携を図り、大会運営を行う。 

 （３）競技会場・練習会場等 

ア 競技会場及び練習会場として使用する施設・設備は、既存の施設・設備を有効に活用する。 

また、練習会場は、原則として、学校の施設等を活用することとし、勝ち残りチーム・人

数等を考慮し、必要最小限にとどめる。 

イ 仮設の施設・設備については、競技特性及び安全面に配慮し、必要最小限にとどめ、運営

に支障がないよう計画的な整備に努める。 

 （４）競技用具・備品 

ア 道、会場地市町及び道競技団体等が現有しているものを活用する。原則として、新たな競

技用具・備品の購入はしない。 

イ 用具に不足が生じた場合は、道等が所有する用具の借用に努める。 

    なお、道等が所有する用具で賄えない場合は、可能な限り近隣県からの借用に努める。 

ウ 上記ア及びイにより調達しても不足する競技用具・備品については、道実行委員会と市町

実行委員会が別途対応について協議する。 

 （５）競技・運営役員等の編成 

ア 競技・運営役員等の編成については、道高体連が全国高体連競技専門部、関係全国中央競

技団体、道高体連専門部及び道競技団体と十分協議し、道実行委員会と調整の上、編成する。 
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イ 競技・運営役員等は、原則として、道内関係者で編成し、必要最小限の人数で最大の効果

を上げるよう適正な配置を行う。 

ウ 競技運営上、道外関係者に協力を要請しなければならない場合は、近隣県の関係者を優先

する。 

エ 編成に当たっては、学校関係者の協力が得られるよう配慮する。 

 （６）競技・運営役員等の養成 

ア 競技役員及び競技補助生徒の養成については、道高体連専門部及び道競技団体が主体とな

り、道実行委員会及び市町実行委員会と連携を図り、計画的に実施する。 

イ 運営役員及び運営補助生徒の養成については、道実行委員会及び市町実行委員会が主体と

なり、道高体連及び道競技団体と連携を図り、計画的に実施する。 

 （７）開・閉会式 

    開・閉会式は、開催基準要項に基づいて実施し、華美にならないよう簡素化に努める。 

 （８）経費 

    競技種目別大会の運営経費については、道実行委員会が、一律シーリングによる大会経費

の削減を踏まえ、道高体連専門部及び市町実行委員会と十分協議した上で決定する。 

 

４ 広報 

 （１）趣旨 

    大会の開催に当たり、高校生をはじめ、道民の理解と協力のもと、全国から訪れる関係者

を温かく迎え、次の主な対象と目的に応じて、時機と手段を適切に選択した上で、様々な広

報媒体を活用するとともに、積極的かつ効果的な広報活動を展開し、高校生最大のスポーツ

の祭典にふさわしい大会とする。 

 （２）主な対象と目的 

ア 道内中学校・高等学校関係者、中・高校生及び保護者 

地元で開催される大会への出場意欲を高めるとともに、高校生が主体的に大会を盛り上げ、

準備やおもてなしに取り組む気運を高める。 

イ 道内スポーツ関係者 

それぞれの立場から、広く大会開催への理解と協力を得る。 

ウ 道民 

広く道民に大会を周知し、来道者に対するまごころのこもった心温まるおもてなしや高校

生の活躍に対する応援を通して道民のスポーツへの機運を高め、生涯を通じたスポーツの推

進を図る。 

エ 他県からの来道者 

他県に向け、北海道のＰＲや本道の豊かな自然や文化・歴史的景観などの発信に積極的に

取り組み、多くの方々の来道を促進するとともに、リピーターとして訪れる契機とする。 

 （３）主要取組 

前項に示した対象に対する目的を達成するため、次の取組を行う。なお、取組に当たっては、

高校生活動の一環として、高校生が主体的な活動を行うことができるよう配慮する。 
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ア 大会の広報 

(ｱ) 大会愛称等の制定及び普及 

(ｲ) 印刷物、刊行物、屋外広告物、広報グッズ及び各種メディア等による広報 

(ｳ) 催事等による広報 

(ｴ) 高校生活動による広報 

イ 報告書の作成 

ウ 会場地市町に関する観光情報等の提供 

 

５ 報道対応 

 （１）趣旨 

    大会の開催に当たり、競技記録を収集し、競技結果を報道機関及び大会関係団体等へ正確

かつ迅速に提供するとともに、円滑な報道活動が行われるよう必要な連絡調整を行い、大会

報道取材の便宜を図る。 

 （２）報道協議会の設置 

    報道関係者による協議機関として報道協議会を設置し、報道事業の円滑な運営を図るため、

報道に関する連絡調整及び次の業務を行う。 

ア 報道取材意向調査の実施 

取材希望人数等を確認するため、報道取材意向調査を行う。 

イ 報道のしおりの作成 

報道取材における留意事項等を掲載した報道のしおりを作成する。 

ウ 全国報道者会議の開催 

報道取材における留意事項の確認、取材位置の抽選等を行うため、全国報道者会議を開催

する。 

 （３）記録センター等の設置 

    競技記録の収集及び競技結果の提供等、報道事業の円滑な運営を図るため、記録センター

及びプレスセンターを設置する。 

 

６ おもてなし 

 （１）趣旨 

    大会の開催に当たり、高校生をはじめ、広く道民や関係機関・団体等の理解と協力のもと、

全国から訪れる多くの人々をまごころのこもった温かい「おもてなしの心」で迎えるととも

に、本道を訪れた人々の心に残る大会とする。 

 （２）主な対象と目的 

ア 選手及び監督 

選手等が本来の実力を発揮し、最高の結果を収められるよう、競技に集中できる環境を整

備するなど、万全の大会準備・運営を行う。 

イ 大会役員及び大会関係者 

大会役員及び大会関係者が大会運営を円滑に行えるよう、運営に集中できる環境を整備す

る。 



 
 

10 

 

ウ 来場者 

主に選手の保護者など、道内外からの来場者に対し、(3)の主要取組などによるおもてなし

活動を行う。 

 （３）主要取組 

    前項に示した対象者の心に残る大会とするため、次の取組を行う。なお、取組に当たって

は、高校生活動の一環として、高校生が主体的な活動を行うことができるよう配慮する。 

ア 会場でのおもてなし 

(ｱ) 競技会場での分かりやすい案内表示 

(ｲ) 高校生補助員による案内、誘導 

(ｳ) 競技の進行状況・競技結果などの分かりやすい表示 

(ｴ)  地元産品のＰＲ、販売(市町実行委員会や関係団体との連携) 

(ｵ) 地域資源(名所、旧跡、観光施設等)の案内、ＰＲ(市町実行委員会や関係団体との連携) 

(ｶ) 競技会場の清掃活動(高校生活動との連携) 

(ｷ) 草花装飾による歓迎装飾(高校生活動との連携) 

(ｸ) 横断幕、のぼり旗などでの歓迎装飾 

イ 主要駅でのおもてなし 

会場への玄関口である主要駅において、おもてなしの心で来場者を歓迎することにより、

来場者の北海道に対する印象を向上させるため、次の取組を実施する。 

(ｱ) 総合案内所の設置 

(ｲ) 会場へのアクセス案内、誘導 

(ｳ) 地域資源(名所、旧跡、観光施設等)の案内、ＰＲ(市町実行委員会や関係団体との連携) 

(ｴ) 駅周辺の清掃活動(高校生活動との連携) 

(ｵ) 草花装飾による歓迎装飾(高校生活動との連携) 

    (ｶ) 横断幕、のぼり旗などでの歓迎装飾 

ウ 事前アプローチ 

出場が決まった学校及び選手の保護者向けに、配宿業務事業者と連携を図り、地域を紹介

する各種パンフレットや観光プランの提案などの効果的なＰＲを実施する。 

エ その他 

大会公式ホームページにより、北海道の魅力発信や会場地市町の紹介などの情報を積極的

に発信する。また、ＳＮＳ等の活用により、大会準備の状況やおもてなし活動に取り組む高

校生の様子などを継続的に発信し、効果的なＰＲを実施する。 

 

７ 宿泊対策 

 （１）趣旨 

    大会に参加する都道府県の本部役員、選手、監督、大会役員、競技・運営役員、競技・運

営補助員、視察員、報道関係者等（以下「大会参加者」という。）の宿泊については、大会

参加者が安心して滞在できるよう快適かつ安全な宿舎の提供に努める。 

 （２）関係機関との連携 

    宿泊対策については、道実行委員会と市町実行委員会及び関係機関・団体と連携を図る。 
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 （３）宿舎の確保 

    大会参加者の宿舎については、可能な限り競技会場に近い宿泊施設の確保に努める。 

 （４）配宿の基準 

    配宿に当たっては、競技会場及び練習会場までの交通の便等を考慮した配宿を行う。 

 （５）宿泊料金 

    宿泊料金については、全国高等学校総合体育大会中央委員会で決定した料金とする。 

 （６）配宿センター 

    大会参加者の配宿を広域的に行うため、配宿センターを配置する。 

 （７）食事 

    食事については、安全かつ衛生的で、食材の品質及び栄養バランス等を十分考慮し、北海

道らしい献立とする。 

 （８）宿舎の環境整備 

    宿泊施設が、安全で快適な環境づくりに努めるよう配宿業務事業者に対し指導する。なお、

風紀上又は衛生上支障があると認められる宿泊施設には配宿させない。 

 

８ 保健医療対策 

 （１）趣旨 

    大会参加者及び一般観覧者の保健医療については、良好な条件のもとに競技、運営、取材

及び観覧ができるよう医療救護、環境衛生及び食品衛生等の対策に万全を期す。 

 （２）関係機関との連携 

    保健医療については、道実行委員会が市町実行委員会と連携を図り、関係機関・団体の協

力を得て行う。 

 （３）医療救護対策 

    道実行委員会は、市町実行委員会と連携を図り、総合開会式会場、競技会場、練習会場及

び宿舎等における大会参加者及び一般観覧者の傷病発生に対し、適切な処置がとれるよう努

める。 

 （４）環境衛生対策 

    道実行委員会は、市町実行委員会と連携を図り、大会参加者及び一般観覧者に清潔で良好

な環境を提供するため、大会で使用する施設及びこれらの周辺における環境浄化に努める。 

 （５）食品衛生対策 

    道実行委員会は、市町実行委員会と連携を図り、大会参加者及び一般観覧者の食品、飲料

水等に起因する事故の未然防止に努める。 

 

９ 輸送交通対策 

 （１）趣旨 

    大会参加者及び一般観覧者の輸送交通については、関係機関・団体等と連携を図り、道路

及び交通状況を十分考慮し、安全で円滑な輸送に努める。 

 （２）総合開会式の輸送交通対策 

ア 総合開会式の輸送交通計画の策定及び実施については、道実行委員会が行う。 
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イ 道実行委員会は、総合開会式会場及びその周辺における安全で円滑な輸送方法を確保する

ため、関係機関・団体と連携を図り、必要な交通対策を講ずる。 

ウ 総合開会式の会場及び会場周辺には、原則として、駐車場は設けない。 

 （３）競技種目別大会の輸送交通対策 

ア 競技種目別大会の輸送交通計画の策定及び実施については、市町実行委員会が行う。 

イ 市町実行委員会は、競技種目別大会会場及びその周辺における安全で円滑な輸送方法を確

保するため、関係機関・団体と連携を図り、必要な交通対策を講ずる。 

 （４）輸送交通の案内 

    大会期間中の輸送方法及び交通規制等については、各種媒体による広報活動を通して大会

関係者及び道民に周知徹底を図るとともに、必要に応じて案内所や案内表示板を設置し、交

通混雑の緩和及び車両の的確な誘導に努める。 

 

10 警備防災対策 

 （１）趣旨 

    大会における警備・防災対策については、関係機関・団体等と連携を図り、大会の安全か

つ円滑な運営に努める。 

 （２）総合開会式の警備防災対策 

    総合開会式の警備防災計画の策定及び実施については、道実行委員会が関係機関・団体等

と連携を図り行うものとし、その主要業務は次のとおりとする。 

ア 警備業務 

(ｱ) 一般観覧者等の整理・誘導及び事故防止 

(ｲ) 会場内外の関係付属物件の保安・警備 

(ｳ) 事故発生時の避難誘導及び緊急自動車の出動に伴う交通整理・誘導 

(ｴ) 会場周辺の警備及び犯罪の防止 

(ｵ) その他必要な業務 

イ 防災業務 

(ｱ) 屋内外の火気の取扱い指導及び火災の防止 

(ｲ) 危険物等の取扱いの指導 

(ｳ) 避難通路及び避難口の確保 

(ｴ) 災害時の避難誘導の計画 

(ｵ) その他必要な業務 

 （３）競技種目別大会の警備防災対策 

    各競技会場、練習会場における警備防災計画の策定及び実施については、市町実行委員会

が中心となり、関係機関・団体等と連携を図り、総合開会式の警備及び防災の業務に準じて

行う。 

 （４）大会期間中における危機管理対策 

    大規模災害等緊急事案が発生した場合の対応については、道実行委員会が、市町実行委員

会及び関係機関・団体等と連携を図り、迅速かつ的確な対策を講ずる。 
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11 高校生活動 

 （１）趣旨 

    大会においては、競技に出場「する」高校生のみならず、「支える」の観点から、地元の高

校生が積極的に大会の成功に向けて取り組む姿を全国にアピールする舞台となるよう高校

生活動を推進する。活動に当たっては、地元の高校生が企画・準備・運営に自らの創意工夫

をもって取り組めるよう道実行委員会、道高体連、市町実行委員会及び関係機関・団体等と

も連携を図る。 

 （２）活動体制 

    高校生の活動を円滑に推進するため、「北海道高校生活動推進委員会（以下「道推進委員会」

という。）」を組織する。道推進委員会は主に道内の高校生で構成し、広報・おもてなし活動、

総合開会式の運営を行う。 

    また、道推進委員会のもとに地区（支部）推進委員会を置き、会場地市町で行われる運営

補助等を行う。活動は、自主的な発意によるもののほか、道実行委員会及び市町実行委員会

からの依頼に基づいて行う。 

 （３）主要取組 

ア 広報・おもてなし活動 

広報活動、各学校への啓発活動、総合案内所設置及び運営、記念品製作、観光地紹介、地

元物産ＰＲなど 

イ 運営補助（総合開会式及び各競技種目別大会） 

総合開会式運営補助、各競技種目別大会運営補助及び競技補助員（公式審判含む。）など 

ウ 総合開会式及び競技種目別開会式出演 

式典放送・式典音楽（合唱・吹奏楽）・公開演技・先導隊・総合開会式挨拶など 

エ 草花装飾・環境美化活動 

各会場及び会場周辺やＰＲ活動として適した場所における装飾用草花の栽培育成・試験栽

培・草花アレンジ、会場周辺美化活動など 

オ その他の活動 
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令和５年度全国高等学校総合体育大会開催準備経過 

 

年月日 経  過  概  要 

 

令和元年 9月 2 日 

 

 

令和 2年 7月 21 日 

 

 

8 月 27 日 

 

 

 

令和 3年 3月 25 日 

 

 

6 月 8 日 

 

 

6 月 30 日 

 

 

令和 4年 2月 15 日 

 

 

2 月 22 日 

 

 

4 月 1 日 

 

 

 

 

5 月 18 日 

 

全国高体連が令和５年度全国高等学校総合体育大会（夏季大会）の

北海道での開催を正式決定 

 

北海道教育庁より全国高校総体北海道大会の競技種目別大会開催

における会場地の協力依頼があり、江別市が受諾 

 

令和５年度全国高校総体（夏季大会）北海道準備委員会設立総会及

び第１回総会開催 

江別市開催競技（ホッケー、水泳（競泳、飛込））が決定 

 

令和５年度全国高校総体（夏季大会）北海道準備委員会第２回総会

開催（書面会議） 

 

令和５年度全国高校総体（夏季大会）北海道実行委員会設立総会及

び第１回総会開催（リモート） 

 

令和５年度全国高校総体北海送実行委員会第１回競技専門部会開

催（リモート） 

 

令和５年度全国高校総体（夏季大会）北海道実行委員会第２回総会

開催（リモート） 

 

令和５年度全国高校総体北海道実行委員会第２回競技専門部会開

催（リモート） 

 

江別市教育委員会教育部に高校総体推進担当を新設 

高校総体担当参事及び同主査を設置し、スポーツ係との兼務職員２

名、高等学校体育連盟競技専門部からの派遣教員３名を合わせて計

７名を配置 

 

令和５年度全国高等学校総合体育大会江別市実行委員会設立総会

及び第１回総会を開催 

 

 
 

 報告事項（４） 
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令和５年度全国高等学校総合体育大会 

江別市実行委員会の設立について（案） 

 

 

 設立趣旨 

 

 全国高等学校総合体育大会は、教育活動の一環として高等学校（中等教育学校後

期課程を含む）生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技能の向上とスポーツ精神

の高揚を図るとともに、高校生活動も含め生徒相互の親睦を深め、心身ともに健全

な青少年を育成することを目的として開催されます。 

 

 近年、グローバル化や情報通信技術の一層の進展等により、人や物の流動化・多

様化が進み、社会環境が急激に変化する中、だれもが健康で心豊かな生活を送るこ

とができる生涯スポーツ社会の実現が期待されるようになってきています。 

 

 本市において、ホッケー、水泳（競泳、飛込）の２競技３種目が開催されること

は、市民のスポーツへの関心を高め、より一層のスポーツ活動の普及・発展に寄与

することはもとより、本市に訪れる関係者の方々に、本市の自然と観光、文化など

を全国に発信する絶好の機会であると考えられます。 

 

 さらに、大会開催に向けて、市民や関係団体、行政などが一丸となって取り組ん

でいくことは、相互の連帯感や郷土意識を高めるとともに、本市の目指す都市像で

ある「みんなでつくる未来のまち えべつ」の実現に向けて、極めて有意義なこと

と期待されます。 

 

 よってここに、開催準備並びに大会運営に万全を期すべく、「令和５年度全国高

等学校総合体育大会江別市実行委員会」を設立するものです。 

 議案第１号  
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令和５年度全国高等学校総合体育大会江別市実行委員会会則（案） 

 

 第１章 総則 

 （名称） 

第１条 この会は、令和５年度全国高等学校総合体育大会江別市実行委員会（以

下、「実行委員会」という。）と称する。 

 

 （目的） 

第２条 実行委員会は、令和５年度全国高等学校総合体育大会において、江別

市で開催される競技種目別大会（以下、「大会」という。）の開催に関し、準

備及び運営に必要な業務を行うことを目的とする。 

 

 （事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

 （１）大会の開催に必要な方針及び計画に関すること。 

 （２）競技運営及び競技種目別開・閉会式に関すること。 

 （３）関係競技団体及び関係機関との連絡調整に関すること。 

 （４）大会の開催に必要な施設等に関すること。 

 （５）大会の開催及び準備のための経費に関すること。 

 （６）役員、選手等の宿泊、衛生、輸送及び警備に関すること。 

 （７）広報活動及び報道に関すること。 

 （８）その他、大会の開催に必要な事項に関すること。 

 

第２章 組織 

（委員） 

第４条 実行委員会の委員は、次に掲げるもののうちから会長が委嘱する。 

 （１）北海道高等学校体育連盟、その他関係機関・団体の役職員等 

 （２）江別市及び江別市教育委員会の職員 

 （３）前２号に掲げる者のほか、会長が必要と認める者 

 

 （役員） 

第５条 実行委員会に次の役員を置く。 

 （１）会長   １名 

 （２）副会長  若干名 

 （３）監事   ２名 

 

 議案第２号  
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 （役員の選任） 

第６条 会長は、江別市長をもって充てる。 

２ 副会長及び監事は、総会の同意を得て、委員のうちから会長が任命する。 

 

 （役員の職務） 

第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、あら 

かじめ会長が指名した順序により、その職務を代理する。 

３ 監事は、実行委員会の会計を監査する。 

 

 （任期） 

第８条 役員及び委員（以下、「委員等」という。）の任期は、委嘱されたとき

から実行委員会の目的が達成され解散するときまでとする。 

２ 委員等が就任時におけるそれぞれの所属機関及び、団体等の役職を離れた

ときは、その役職の後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

３ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じ

て補充することができる。 

４ 会長は、前３項の規定により、委員等の変更があった場合は、次の総会に

おいて報告する。 

 

 （報酬及び費用弁償） 

第９条 委員等は無報酬とする。 

２ 委員等が会務のため旅行したときは、費用弁償として旅費を支給する。 

 

 第３章 総会 

（総会） 

第１０条 総会は、会長、副会長、委員及び監事をもって構成する。 

２ 総会は、会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれに当たる。 

４ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

 （１）会則の制定及び改廃に関すること。 

 （２）大会開催及び運営の基本方針等に関すること。 

 （３）事業計画及び事業報告に関すること。 

 （４）予算及び決算に関すること。 

 （５）その他重要な事項に関すること。 

５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。 
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 ただし、会議に出席できない委員があらかじめその権限を会長に委任する旨

の届出があったときは、当該委員の数を出席委員の数に加えることができる。 

６ やむを得ない理由のため総会に出席できない委員は、代理人を出席させる

ことができる。この場合、当該代理人には、当該委員と同一の権限を付与す

るものとする。 

７ 総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

８ 第５項から前項までの規程にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する

ときは、会長は、第４項各号に掲げる事項について書面により委員の意見を   

 徴することができる。この場合において、全ての委員の過半数が当該事項に

同意したときは、当該同意をもって総会の議決があったものとみなす。 

 （１）緊急を要する場合であって、総会を招集する時間的余裕がないと認 

められるとき 

 （２）災害の発生、感染症のまん延等により総会を招集することが困難と 

認められるとき 

 （３）審議事項の内容等により、総会を招集する必要がないと認められる 

とき 

 

 第４章 会長の専決処分 

 （会長の専決処分） 

第１１条 会長は、緊急その他やむを得ない事由があるとき又は総会等の権限

に属する事項で軽易なものについては、総会で議決すべき事項について、専

決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等におい

て報告し、その承認を得なければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第１２条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を江別市教育委員会教育

部スポーツ課内に置く。 

２ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 第６章 会計 

 （経費） 

第１３条 実行委員会の経費は、補助金、負担金及びその他の収入をもって充

てる。 
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 （予算及び決算） 

第１４条 実行委員会の収支予算については、総会の議決により定め、収支決

算については監事の監査を経て、総会の承認を得なければならない。 

 

 （会計年度等） 

第１５条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に

終わる。 

２ 実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定めるもののほか、江

別市会計規則等に準ずるものとする。 

  

第７章 解散 

 （解散） 

第１６条 実行委員会は、その目的が達成されたときに解散する。 

 

 （残余財産の帰属） 

第１７条 実行委員会が解散した場合において、その残余財産は江別市に帰属

するものとする。 

 

 第８章 補則 

 （補則） 

第１８条 この会則に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

 

  附 則 

１ この会則は、令和４年  月  日から施行する。 

２ 実行委員会の設立当初の会計年度は、第１５条第１項の規定にかかわらず、

この会則の施行日から始まり、令和５年３月３１日までとする。 



役職 所　　　属 所属役職 氏　名 選出区分

会長 江別市 市長 三好　　昇 行政・開催市

副会長 江別市教育委員会 教育長 黒川　淳司 行政・開催市

副会長 江別市スポーツ協会 会長 高間　専逸 競技関連団体

委員 北海道ホッケー協会 会長 星　　克明 競技関連団体

委員 一般財団法人北海道水泳連盟 会長 田中　廣征 競技関連団体

委員 江別水泳協会 会長 安保　美幸 競技関連団体

委員 北海道札幌方面江別警察署 署長 中野　稔之 警察・警備

委員 一般社団法人江別医師会 会長 笹浪　哲雄 医療・衛生

委員 江別商工会議所 会頭 町村　　均 市内関係団体

委員 一般社団法人えべつ観光協会 代表理事 町村　　均 市内関係団体

委員 北海道立野幌総合運動公園 所長 小川　泰雅 市内関係団体

委員 北海道高等学校体育連盟ホッケー専門部 部長 竹越　広志 高体連

委員 北海道高等学校体育連盟ホッケー専門部 委員長 渡辺　健一 高体連

委員 北海道高等学校体育連盟水泳専門部 部長 渡邉　周一 高体連

委員 北海道高等学校体育連盟水泳専門部 委員長 喜多村陽一郎 高体連

委員 江別市企画政策部 部長 川上　誠一 行政・開催市

委員 江別市経済部 部長 福島　和幸 行政・開催市

委員 江別市健康福祉部 部長 白崎　敬浩 行政・開催市

委員 江別市教育委員会 教育部長 伊藤　忠信 行政・開催市

委員 江別市消防本部 消防長 内山　　洋 行政・開催市

監事 江別市スポーツ協会 理事長 古川　孝行 競技関連団体

監事 江別市 会計管理者 千葉　　誠 行政・開催市

令和５年度全国高等学校総合体育大会江別市実行委員会委員（案）　
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